
1 章・1 節 数列 
① 数列 
② 等差数列 
③ 等差数列の和 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 数列において，その各数を 　 といい，最初の数を 　　 (第1

項)という。 

(2) 数列 an« ¬ の第 n項an を nの式で表したものを 　　 　　 とい

う。 

(3) 項の個数が有限である数列を 　　　 　　　 という。このとき，

項の個数を 　　 　 ，最後の項を 　　 　 という。また，項の個

数が有限でない数列を 　　 　　　　 という。  

(4) 初項 aから始めて，一定の数 dを次々に加えて得られる数列を 

　　　 　 　 といい，dをその数列の 　　　 という。 
初項 a，公差 dの等差数列 an« ¬の一般項は 

anxaO 　　 　　 d  
と表される。 

(5) 初項a ，公差d ，項数 n，末項 lの等差数列の和を Sn とすると 

Snx
1
2

Ol£ ¤  

x 1
2

　 aO 　　　 　 d« ¬  

と表される。 

 

2 次の数列 an« ¬ の一般項を推定せよ。考 

(1) 1
2
,

3
4
,

5
6
,

7
8
, …  

 

 

(2) 2 @ 1, 4 @ 4, 8 @ 9, 16 @ 16, 32 @ 25, …  
 

 

 

3 初項 5，公差 2の等差数列 an« ¬ について，次の問に答えよ。技 

(1) 一般項を求めよ。 
 

 

(2) 第 15項を求めよ。 
 

 

 

4 第 4項が 10，第 10項がP14 である等差数列 an« ¬ について，次

の問に答えよ。技 

(1) 初項 aと公差 dを求めよ。 
 

 

 

 

 

(2) P50 は第何項か。 
 

 

 

 

 

 

 

5 次の等差数列の和を求めよ。技 

(1) 初項 2，公差 5，項数 13  
 

 

(2) 12, 9, 6, …, P9  
 

 

 

 

 

 

 

(3) 1 から 200 までの自然数のうち，3 で割ると 2 余る数を小さい

順に並べた数列 
 

 

 

 

 

 

 

6 初項が 4で，初項から第 6項までの和が 114の等差数列について，

次の問に答えよ。技 

(1) 公差を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

(2) 初項から第何項までの和が 310になるか。 
 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
④ 等比数列 
⑤ 等比数列の和 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 初項aから始めて，一定の数r を次々に掛けて得られる数列を 

　　　 　 　  といい，r を 　　 　 という。 

(2) 初項a ，公比r の等比数列 an« ¬ の一般項は 
anx  

と表される。また，初項から第 n項までの和 Sn は 

r~1のとき  Snx 1Pr
x

rP1
 

rx1 のとき  Snx  
となる。 

 

2 次の等比数列 an« ¬の一般項を求めよ。また，第 6項を求めよ。 
技 

(1) 初項 4，公比 3  
 

 

 

(2) 3, P6, 12, P24, …  
 

 

 

 

(3) 36, 12, 4,
4
3
, …  

 

 

 

 

3 第 3項が20 ，第 6項が160 である等比数列 an« ¬ について，次の

問に答えよ。ただし，公比は実数とする。技 

(1) 一般項を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 1280は第何項か。 
 

 

 

 

4 0 でない 3 つの数 4, xO1, xO4 がこの順で等比数列となると

き，x の値を求めよ。考 
 

 

 

 

 

 

5 次の等比数列の和を求めよ。技 

(1) 初項 4，公比 3，項数 5  
 

 

(2) 1
2
,

1
4
,

1
8
, …,

1
2n  

 

 

 

(3) 5, P10, 20, …, P160  
 

 

 

 

 

 

 

6 初項から第 4項までの和が 45，初項から第 8項までの和が 765で

ある等比数列 an« ¬の一般項を求めよ。ただし，公比は実数とする。 
技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
⑥ 和の記号§  
 
 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 数列の和a 1Oa 2Oa 3O…Oan は記号§ を用いて次のように書

き表す。 

a1Oa2Oa3O…Oanx P
kx

ak  

 
(2) 初項a ，公比r r~1£ ¤ の等比数列の初項から第n 項までの和に

ついて 

aOarOar2O…OarnP1xP
kx1

ar  

x
　　　　　

1Pr
 

 

(3) 
nP

kx1
cx   （cは定数） 

nP
kx1

kx  

nP
kx1

k 2x  

nP
kx1

k 3x  

 

2 次の   をうめ，与えられた和を記号§ を用いずに表せ。知 

(1) 
4P

kx1
3kP4£ ¤x 　　 O O O  

 

(2) 
nO1P
ix2

1
i
x O O…O  

 

3 次の和を記号§ を用いて表せ。知 

(1) 2O7O12O…O 5nP3£ ¤  
 

 

 

(2) 1 @ 3O2 @ 5O3 @ 7O…O100 @ 201  
 

 

 

4 次の和を求めよ。技 

(1) 
nP

kx1
3@ P2£ ¤kP1  

 

 

 

(2) 
nP

kx1
4kP7£ ¤  

 

 

 

 

(3) 
nP

kx1
kP1£ ¤ 2kO3£ ¤  

 

 

 

 

 

5 次の数列の初項から第 n項までの和 Sn を求めよ。技 

(1) 1 @ 12, 2 @ 32, 3 @ 52, 4 @ 72, …  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 3, 3O5, 3O5O7, 3O5O7O9, …  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 2, 2O6, 2O6O18, 2O6O18O54, …  
 

 

 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
⑦ いろいろな数列 
 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 数列 an« ¬に対して，隣り合う項の差 
b nxanO1Pan   nx1,2,3, …£ ¤  

として得られる数列 bn« ¬を数列 an« ¬の 　　 　　　　 という。 

 

(2) 数列 an« ¬の階差数列を bn« ¬とすると 

nU  のとき  anx O P
kx1

bk  

 

(3) 数列 an« ¬の初項から第n 項までの和を Sn とすると 
a1xS  

nU2 のとき  anxS PS  
 

2 次の数列 an« ¬の一般項を求めよ。技 

(1) 2, 4, 8, 14, 22, …  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2) 10, 7, 16, P11, 70, …  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 数列 an« ¬ の初項から第 n項までの和が Snxn 3O4nで表される

とき，この数列の一般項を求めよ。技 
 

 

 

 

 

 

 

4 次の数列の和Sn を求めよ。技 

(1) 1
2@5

,
1
5@8

,
1

8@11
, …,

1
3nP1£ ¤ 3nO2£ ¤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 3 @ 2, 5 @ 22, 7 @ 23, 9@ 24, …, 2nO1£ ¤ @ 2n  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 正の奇数の列を次のような群に分ける。 
1｜3 , 5｜7 , 9 ,11 ,13｜15 ,17 ,19 ,21 ,23 ,25 ,27 ,29｜31 ,…  
これについて，次の問に答えよ。技 

(1) 第n 群の最初の項を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第n 群の項の総和を求めよ。 
 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
① 数列 
② 等差数列 
③ 等差数列の和 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 数列において，その各数を 項 といい，最初の数を 初項 (第1

項)という。 

(2) 数列 an« ¬ の第 n項an を nの式で表したものを  一般項 とい

う。 

(3) 項の個数が有限である数列を 有限数列 という。このとき，

項の個数を 項数 ，最後の項を 末項 という。また，項の個

数が有限でない数列を 無限数列 という。  

(4) 初項 aから始めて，一定の数 dを次々に加えて得られる数列を 

等差数列 といい，dをその数列の 公差 という。 
初項 a，公差 dの等差数列 an« ¬の一般項は 

anxaO nP1£ ¤ d  
と表される。 

(5) 初項a ，公差d ，項数 n，末項 lの等差数列の和を Sn とすると 

Snx
1
2

n a Ol£ ¤  

x 1
2

n 2 aO nP1£ ¤ d« ¬  

と表される。 

 

2 次の数列 an« ¬ の一般項を推定せよ。考 

(1) 1
2
,

3
4
,

5
6
,

7
8
, …  

［解］ anx
2nP1
2n

 

 

(2) 2 @ 1, 4 @ 4, 8 @ 9, 16 @ 16, 32 @ 25, …  
［解］ a nx2n@n 2  

 

 

3 初項 5，公差 2の等差数列 an« ¬ について，次の問に答えよ。技 

(1) 一般項を求めよ。 
［解］ anx5O nP1£ ¤@2x2nO3  

 

(2) 第 15項を求めよ。 
［解］ a 15x2@15O3x33  

 

 

4 第 4項が 10，第 10項がP14 である等差数列 an« ¬ について，次

の問に答えよ。技 

(1) 初項 aと公差 dを求めよ。 
［解］ 第 4 項が 10 であるから    aO3dx10  

第 10 項がP14 であるから  aO9dxP14  

となる。 

これらを連立させて解くと 

ax22, dxP4  

(2) P50 は第何項か。 
［解］ (1)の結果より，一般項は 

anx22O nP1£ ¤@ P4£ ¤xP4nO26  

であるから 

P4nO26xP50  

nx19  

よって，第 19 項 

 

5 次の等差数列の和を求めよ。技 

(1) 初項 2，公差 5，項数 13  
［解］ S13x

1
2 @13@ 2@2O 13P1£ ¤@5« ¬x416  

 

(2) 12, 9, 6, …, P9  
［解］ 初項 12 ，公差P3 の等差数列であるから 

一般項は  12O nP1£ ¤@ P3£ ¤xP3nO15  

P9 を第n 項とすると  P3nO15xP9  

これより，nx8 となり，項数は 8 である。 

よって，求める和 S8 は 

S8x
1
2 @8@ 12O P9£ ¤« ¬x12  

 

(3) 1 から 200 までの自然数のうち，3 で割ると 2 余る数を小さい

順に並べた数列 
［解］ 求める数列は初項 2 ，公差 3 の等差数列であるから 

一般項は  2O nP1£ ¤@3x3nP1  

ここで，3nP1T200 を満たす最大の自然数n は 

nT
201
3 x67  

よって，求める和S67 は 
1
2 @67@ 2@2O 67P1£ ¤@3« ¬x6767  

 

6 初項が 4で，初項から第 6項までの和が 114の等差数列について，

次の問に答えよ。技 

(1) 公差を求めよ。 
［解］ 公差を d とおくと，初項から第 6 項までの和は 

S6x
1
2 @6@ 2@4O 6P1£ ¤d« ¬x3 8O5d£ ¤  

よって  3(8O5d)x114  

これを解いて  dx6  

したがって，公差は 6  

 

(2) 初項から第何項までの和が 310になるか。 
［解］ Snx

1
2
n 2@4O nP1£ ¤@6« ¬xn 3nO1£ ¤x3n 2On  

ゆえに  3n 2Onx310  

3nO31£ ¤ nP10£ ¤x0  

これを解いて  nxP
31
3

, 10  

n は自然数であるから，第 10 項までの和が310 になる。 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
④ 等比数列 
⑤ 等比数列の和 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 初項aから始めて，一定の数r を次々に掛けて得られる数列を 

等比数列  といい，r を 公比 という。 

(2) 初項a ，公比r の等比数列 an« ¬ の一般項は 
anx arnP1  

と表される。また，初項から第 n項までの和 Sn は 

r~1のとき  Snx
a 1Prn£ ¤
1Pr

x
a rnP1£ ¤
rP1

 

rx1 のとき  Snx na  
となる。 

 

2 次の等比数列 an« ¬の一般項を求めよ。また，第 6項を求めよ。 
技 

(1) 初項 4，公比 3  
［解］ anx4 @ 3nP1  

a 6x4 @ 36P1x972  

 

(2) 3, P6, 12, P24, …  
［解］ 初項 3 ，公比P2 より 

anx3 @ P2£ ¤nP1  

a 6x3 @ P2£ ¤ 6P1xP96  

 

(3) 36, 12, 4,
4
3
, …  

［解］ 初項 36 ，公比
1
3 より 

a nx36 @
1
3Ã ÄnP1

 

a 6x36 @
1
3Ã Ä 6P1

x
4
27  

 

3 第 3項が20 ，第 6項が160 である等比数列 an« ¬ について，次の

問に答えよ。ただし，公比は実数とする。技 

(1) 一般項を求めよ。 
［解］ 初項を a ，公比を rとおくと 

第 3 項が 20 であるから   ar 2x20   ……① 

第 6 項が 160 であるから  ar 5x160   ……② 

となる。 

②C① より  r3x8  

したがって   rx2  

①に代入して  ax5  

よって    anx5 @ 2nP1  

 

(2) 1280は第何項か。 
［解］ 1280 を第n 項とすると  5 @ 2nP1x1280  

2nP1x256x28 より  nP1x8  

したがって       nx9  

よって，1280 は第 9 項である。 

4 0 でない 3 つの数 4, xO1, xO4 がこの順で等比数列となると

き，x の値を求めよ。考 
［解］ 4, xO1, xO4 がこの順で等比数列となることから 

xO1£ ¤2x4 xO4£ ¤  

x 2P2xP15x0  

xO3£ ¤ xP5£ ¤x0  

よって  xxP3, 5  

 

5 次の等比数列の和を求めよ。技 

(1) 初項 4，公比 3，項数 5  
［解］ S5x

4@ 35P1£ ¤
3P1 x2@ 35P1£ ¤x484  

 

(2) 1
2
,

1
4
,

1
8
, …,

1
2n  

［解］ 初項
1
2

，公比
1
2

，項数 n の等比数列であるから 

Snx

1
2

1P
1
2Ã Ä nÇ È

1P
1
2

x1P
1
2Ã Ä n

 

 

(3) 5, P10, 20, …, P160  
［解］ 初項 5 ，公比P2 の等比数列であるから 

一般項 an は  anx5@ P2£ ¤nP1  

P160 を第n 項とすると 5@ P2£ ¤nP1xP160  

P2£ ¤nP1xP32x P2£ ¤ 5 より  nx6  

よって，P160 は第 6 項であるから，求める和 S6 は 

S6x
5@ 1P P2£ ¤ 6« ¬

1P P2£ ¤ x
5@ 1P64£ ¤

3 xP105  

 

6 初項から第 4項までの和が 45，初項から第 8項までの和が 765で

ある等比数列 an« ¬の一般項を求めよ。ただし，公比は実数とする。 
［解］ 初項を a ，公比を r，初項から第 n 項までの和を Sn とする。   技 

rx1 のとき  S4x45  より   4ax45  

S8x765  より  8ax765  

ゆえに，これらを同時に満たす a は存在しない。 

よって，r~1 であるから 

S4x45 より  
a 1Pr 4£ ¤
1Pr x45    ……① 

S8x765 より  
a 1Pr 8£ ¤
1Pr x765   ……② 

②より  
a 1Pr 4£ ¤ 1Or 4£ ¤

1Pr x765  

これに①を代入して  45 1Or 4£ ¤x765  

整理して  r 4x16  

r は実数であるから  rxE2  

rx2 のとき，①に代入して  ax3  

よって  anx3 @ 2nP1  

rxP2 のとき，①に代入して  axP9  

よって  anxP9 @ P2£ ¤nP1  

したがって  anx3 @ 2nP1  または anxP9 @ P2£ ¤nP1  

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
⑥ 和の記号§  
 
 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 数列の和a 1Oa 2Oa 3O…Oan は記号§ を用いて次のように書

き表す。 

a1Oa2Oa3O…Oanx
nP

kx 1

ak  

 
(2) 初項a ，公比r r~1£ ¤ の等比数列の初項から第n 項までの和に

ついて 

aOarOar2O…OarnP1x
nP

kx1
ar

kP1  

x
a 1Prn£ ¤
1Pr

 

 

(3) 
nP

kx1
cx nc   （cは定数） 

nP
kx1

kx 1
2
n nO1£ ¤  

nP
kx1

k 2x 1
6
n nO1£ ¤ 2nO1£ ¤  

nP
kx1

k 3x 1
2
n nO1£ ¤Ç È 2  

 

2 次の   をうめ，与えられた和を記号§ を用いずに表せ。知 

(1) 
4P

kx1
3kP4£ ¤x P1 O 2 O 5 O 8  

 

(2) 
nO1P
ix2

1
i
x 1

2
O 1

3
O…O 1

nO1  

 

3 次の和を記号§ を用いて表せ。知 

(1) 2O7O12O…O 5nP3£ ¤  
［解］ 

nP
kx1

5kP3£ ¤  

 

 

(2) 1 @ 3O2 @ 5O3 @ 7O…O100 @ 201  
［解］ 

100P
kx1

k 2kO1£ ¤  

 

 

4 次の和を求めよ。技 

(1) 
nP

kx1
3@ P2£ ¤kP1  

［解］ 
nP

kx1
3@ P2£ ¤kP1x

3 1P P2£ ¤n« ¬
1P P2£ ¤  

x1P P2£ ¤n  

 

(2) 
nP

kx1
4kP7£ ¤  

［解］ 
nP

kx1
4kP7£ ¤x4

nP
kx1

kP
nP

kx1
7  

x4@
1
2
n nO1£ ¤P7n  

xn 2nP5£ ¤  

 

(3) 
nP

kx1
kP1£ ¤ 2kO3£ ¤  

［解］ 
nP

kx1
kP1£ ¤ 2kO3£ ¤x nP

kx1
2k 2OkP3£ ¤  

x2
nP

kx1
k 2O

nP
kx1

kP
nP

kx1
3  

x2@
1
6
n nO1£ ¤ 2nO1£ ¤O 1

2
n nO1£ ¤P3n  

x
1
6
n nP1£ ¤ 4nO13£ ¤  

 

5 次の数列の初項から第 n項までの和 Sn を求めよ。技 

(1) 1 @ 12, 2 @ 32, 3 @ 52, 4 @ 72, …  
［解］ この数列の第k 項はk 2kP1£ ¤2 である。 

よって，求める和 Sn は 

Snx
nP

kx1
k 2kP1£ ¤ 2  

x
nP

kx1
4k 3P4k 2Ok£ ¤  

x4
nP

kx1
k 3P4

nP
kx1

k 2O
nP

kx1
k  

x4
1
2
n nO1£ ¤Ç È 2

P4@
1
6
n nO1£ ¤ 2nO1£ ¤O 1

2
n nO1£ ¤  

x
1
6
n nO1£ ¤ 6n nO1£ ¤P4 2nO1£ ¤O3« ¬  

x
1
6
n nO1£ ¤ 6n 2P2nP1£ ¤  

 

 

(2) 3, 3O5, 3O5O7, 3O5O7O9, …  
［解］ この数列の第k 項は，初項3 ，公差2 ，項数k の等差数列の和である。 

1
2
k 2 @ 3O kP1£ ¤ @ 2« ¬xk 2O2k  

よって，求める和 Sn は 

Snx
nP

kx1
k 2O2k£ ¤  

x
nP

kx1
k 2O2

nP
kx1

k  

x
1
6
n nO1£ ¤ 2nO1£ ¤O2@

1
2
n nO1£ ¤  

x
1
6
n nO1£ ¤ 2nO1£ ¤O6« ¬  

x
1
6
n nO1£ ¤ 2nO7£ ¤  

 

 

(3) 2, 2O6, 2O6O18, 2O6O18O54, …  
［解］ この数列の第k 項は，初項2 ，公比3 ，項数k の等比数列の和である。 

2 3kP1£ ¤
3P1

x3kP1  

よって，求める和Sn は 

Snx
nP

kx1
3 kP1£ ¤x nP

kx1
3 kP

nP
kx1

1  

x
3 3nP1£ ¤
3P1

Pn  

x
1
2

3nO1P2nP3£ ¤  

 

組 番号 名  前 



1 章・1 節 数列 
⑦ いろいろな数列 
 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 数列 an« ¬に対して，隣り合う項の差 
b nxanO1Pan   nx1,2,3, …£ ¤  

として得られる数列 bn« ¬を数列 an« ¬の 階差数列 という。 

 

(2) 数列 an« ¬の階差数列を bn« ¬とすると 

nU 2  のとき  anx a 1 O
nP1P
kx1

bk  

 

(3) 数列 an« ¬の初項から第n 項までの和を Sn とすると 
a1xS 1  

nU2 のとき  anxS n PS nP1  
 

2 次の数列 an« ¬の一般項を求めよ。技 

(1) 2, 4, 8, 14, 22, …  
［解］ この数列を an« ¬ ，その階差数列を bn« ¬ とすると， bn« ¬ は 

2, 4, 6, 8, …  

となり，初項 2 ，公差 2 の等差数列であるから 

bnx2O nP1£ ¤@2x2n  

nU2 のとき 

anxa 1O
nP1P
kx1

bkx2O
nP1P
kx1

2kx2O2@
1
2

nP1£ ¤nxn 2PnO2  

a1x2 であるから，anxn 2PnO2 はnx1 のときも成り立つ。 

ゆえに  anxn 2PnO2  

 
(2) 10, 7, 16, P11, 70, …  
［解］ この数列を an« ¬ ，その階差数列を bn« ¬ とすると， bn« ¬ は 

P3, 9, P27, 81, …  

となり，初項P3 ，公比P3 の等比数列であるから 

bnxP3 @ P3£ ¤nP1x P3£ ¤n  

nU2 のとき 

anxa 1O
nP1P
kx1

b kx10O
nP1P
kx1

P3£ ¤ k  

x10O
P3 1P P3£ ¤nP1« ¬

1P P3£ ¤  

x
1
4

37P P3£ ¤n« ¬  

a1x10 であるから，anx
1
4

37P P3£ ¤n« ¬ はnx1 のときも成り立つ。 

ゆえに  a nx
1
4

37P P3£ ¤n« ¬  

 

3 数列 an« ¬ の初項から第 n項までの和が Snxn 3O4nで表される

とき，この数列の一般項を求めよ。技 
［解］   a 1xS1x13O4 @ 1x5  

また，nU2 のとき 

anxSnPSnP1  

x n 3O4n£ ¤P nP1£ ¤3O4 nP1£ ¤« ¬  

x3n 2P3nO5  

a1x5 であるから，anx3n 2P3nO5 はnx1 のときも成り立つ。 

ゆえに  anx3n 2P3nO5  

4 次の数列の和Sn を求めよ。技 

(1) 1
2@5

,
1
5@8

,
1

8@11
, …,

1
3nP1£ ¤ 3nO2£ ¤  

［解］ 
1

3nP1£ ¤ 3nO2£ ¤x 1
3

1
3nP1 P

1
3nO2Ã Äが成り立つから 

Sn  

x
nP

kx1

1
3kP1£ ¤ 3kO2£ ¤  

x
nP

kx1

1
3

1
3kP1

P
1

3kO2Ã Ä  

x
1
3

1
2 P

1
5Ã ÄO 1

5 P
1
8Ã ÄO 1

8 P
1
11Ã ÄO…O

1
3nP1 P

1
3nO2Ã ÄÇ È  

x
1
3

1
2
P

1
3nO2Ã Ä  

x
n

2 3nO2£ ¤  

 

 

(2) 3 @ 2, 5 @ 22, 7 @ 23, 9@ 24, …, 2nO1£ ¤ @ 2n  
［解］ Snx3 @ 2O5 @ 22O7 @ 23O9 @ 24O…O 2nO1£ ¤ @ 2n  ……① 

①の両辺に2を掛けて 

2Snx3 @ 22O5 @ 23O7 @ 24O…O 2nP1£ ¤ @ 2nO 2nO1£ ¤ @ 2nO1  

……② 

①－②より 

PSnx2O2 2O22O23O24O…O2n£ ¤P 2nO1£ ¤ @ 2nO1  

x2O2 @
2 2nP1£ ¤
2P1 P 2nO1£ ¤ @ 2nO1  

x2O2 @ 2nO1P4P 2nO1£ ¤ @ 2nO1  

xP 2nP1£ ¤@2nO1P2  

よって  Snx 2nP1£ ¤@2nO1O2  

 

 

5 正の奇数の列を次のような群に分ける。 
1｜3 , 5｜7 , 9 ,11 ,13｜15 ,17 ,19 ,21 ,23 ,25 ,27 ,29｜31 ,…  
これについて，次の問に答えよ。技 

(1) 第n 群の最初の項を求めよ。 
［解］ 第n 群には 2nP1 個の項が入っているから，nU2 のとき，第 1 群から第

nP1£ ¤ 群までに含まれる奇数の個数は 

1O2O22O23O…O2nP2x
1 2nP1P1£ ¤

2P1 x2nP1P1  

ゆえに，第n 群の最初の項は2nP1 番目の奇数であるから 

2 @ 2nP1P1x2nP1  

これは nx1 のときも成り立つ。 

 

 

(2) 第n 群の項の総和を求めよ。 
［解］ 第n 群は，初項2nP1 ，公差2 ，項数2nP1 の等差数列であるから，その

和は 
1
2 @2nP1 2 2nP1£ ¤O 2nP1P1£ ¤ @ 2« ¬  

x2nP2 3 @ 2nP4£ ¤  

x3 @ 22nP2P2n  

組 番号 名  前 




